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1　 ご挨拶

全国盲ろう者団体連絡協議会

会長代行　　大杉勝則

2008年の幕はあけ、皆様、新しい年もお元気でご活躍のことと思います。

2006年度から「障害者自立支援法」が始まって、もう2年、月日が経つのは早いものですね。皆さんそれぞれの生活の中で、何がどう変わりましたか？

ホームヘルパーを使ったり、作業所などの施設を利用している方もたくさんおられますね。今まで利用料は無料あるいは安かったのに、利用料を払う必要になったり、何倍にも高くなったり・・・と、あちこちから悲鳴が聞こえてきます。

障害が重くなるにつれ、サービスを受ける量が増えるのは当たり前だけど、増えるにつれ、利用料も高くなってしまうのがこの法律の特徴です。

昨年、熊本での全国盲ろう者大会で行った分科会『全国の盲ろう者の生の声を聞こう！』において、皆さんの声を集めました。これを基に、「“盲ろう”という言葉を法的に位置付けを！」「盲ろう者の生活が安定できるような法律を！」「特別障害者手当が受けられる条件の見直しを！」の、おおまかに3項目の要望書を10月23日に厚生労働省へ提出して参りました。

今年、広島の全国盲ろう者大会でも同様の分科会を行う予定です。生活の中でこの様に困っているという実例や、もっとこうあってほしいという願いをしっかり集め、また厚生労働省等、国へ要望していこうと考えております。

今年は、ねずみ年ですね。私たちの小さな力をみんな集めて、あきらめず、大きな壁をかじっていこうではありませんか！

ガッチュー！

2　 「盲ろう者の生の声を行政に」

2007年８月17～20日、熊本で開催された題17回全国盲ろう者大会の分科会「全国の盲ろう者の生の声を聞く」において、参加盲ろう者個人および各盲ろう者団体の代表者などから出された多くの意見、要望を集約し、さらに補足、修正など加えて下記のような要望書を作成し、厚生労働省に提出しました。どの要望も盲ろう者の切実な願い」です。今後の改善を強く期待します。

－－－－－－－－－－－－－－
(以下提出した要望書)

平成19 年10 月２３ 日 

厚生労働省 社会・援護局 

障害保健福祉部長 中村 吉夫 様 
(注.「吉」は「士」の部分が「土」)
全国盲ろう者団体連絡協議会会長代行 

大杉勝則 

盲ろう者福祉施策推進に関する要望書

貴職及び厚生労働省におかれましては、平素より盲ろう者福祉の増進に資するための各種の取り組みに御尽力賜り、誠にありがとうございます。また、平成19 年８月17 日から20 日にかけて熊本市で開催されました「第17回全国盲ろう者大会」では、貴職管下の企画課寺尾地域生活支援室長に臨席いただき、厚生労働大臣祝辞を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

さて、私ども全国盲ろう者団体連絡協議会は、社会福祉法人全国盲ろう者協会とも連携しつつ、全国各地の盲ろう者団体のネットワーク化を進めるために、平成18 年８月に発足した任意団体であります。当連絡協議会の主たる活動目的は、盲ろう者やその関係者の相互の情報・意見交換を促進するとともに、盲ろう者福祉増進のために、関係当事者のニーズや要望を集約し、それらを国・自治体・関係機関等に伝えていくことにございます。つきましては、このたび前述の「第17回全国盲ろう者大会」の２日目、８月18日（土）に行われました第一分科会（テーマ：「全国の盲ろう者の生の声を聞く」）におきまして、各地の盲ろう者個人や盲ろう者団体の代表者等からさまざまな意見・要望が出されましたので、このたび、当連絡協議会でこれらを集約し、貴職にお伝えするとともに、こうした要望への前向きな対応を、関係諸機関との連携も含め、お願いしたく、ここに要望書を提出させていただくものであります。 

以下、本要望書は、 

・主たる要望事項 

・要望事項にかかる補足説明 

・添付資料１（その他の要望・意見等） 

・添付資料２（当連絡協議会加盟団体リスト） 

より構成されております。 

よろしくお取り計らいのほどをお願い申し上げます。 

（主たる要望事項） 

１ 盲ろう者の独自のニーズや特性を踏まえて、盲ろうという障害を独立した障害種別として法令上明確に位置づけていただきたい。 

２ 盲ろう者への総合的な支援事業が安定的になされるよう取り計らっていただきたい。 

３ 「特別障害者手当」の支給の可否の認定において、視力障害と視野障害を同等に取り扱いいただきたい。 

（要望事項にかかる補足説明） 

１ わが国において、「盲ろう」は独立の障害としては法令上位置づけられておりません。これに対して、連邦法で「盲ろう」障害を規定している米国をはじめ、諸外国では、「盲ろう」や「盲ろう者」を他の（重複）障害とは法制度上独立させて位置づけ、そうした位置づけに従った独自の施策を展開している国も少なくありません。 

また、昨年12 月に国連で採択され、本年９月末にわが国も署名いたしました「障害者の権利条約」におきましても、その第２４条３のc において「盲ろう」(deafblind) を独立した障害として記述しています。これは、「盲ろう」が個別で独自のニーズを伴う障害として把握されていることの現れだと思われます。つきましては、こうした国際的な潮流も踏まえつつ、わが国でも「盲ろう（者）」が適切な法令上で、独立して位置づけられることを要望するものであります。 

２ 盲ろう者の自立と社会参加の推進、充実した地域生活の実現において、「盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業」や「盲ろう者向け通訳・介助員養成研修事業」等はもっとも効果的な施策であるばかりでなく、いわば必須の施策であるといえます。御案内のとおり、現在、これらの事業は、「障害者自立支援法」で規定されています地域生活支援事業の一環として実施されているところでありますが、同事業の実施状況や各地の実状を聴取しますと、その予算規模や事業の実際の運営状況には都道府県間に相当のばらつき・格差が見受けられます。 

この他、盲ろう者の豊かな地域生活の実現のためには、職業的な自立が極めて重要な課題ですが、多くの盲ろう者は職業的な自立はもとより、作業所等への福祉的就労にも困難を抱え、居宅に引きこもっている例が少なくありません。 

こうした状況に鑑み、盲ろう者福祉の更なる増進を図るため、今後なお一層の施策の充実を要望するものであります。 

３ 現在、重度の障害を二つ以上併せ持つ障害者に対して、「特別障害者手当」が支給されています。盲ろう者についていえば、視覚障害と聴覚障害に重度の障害を併せ持つ場合、同手当の支給対象となります。ここでいう「重度」は概ね障害等級２級以上とされています。 

ところが例えば、聴覚障害２級と視力障害２級の重複の場合は特別障害者手当の支給対象に認定されても、聴覚障害２級と視野障害２級では、自治体によっては同手当の支給対象に認定されないケースが報告されています。視野障害も視力障害に劣らずその本人にとって深刻な影響を与えますが、とりわけ、聴覚障害と重複している場合、聴覚での感覚情報の補整・補償等ができませんので、視力障害の場合と同等の困難や危険をもたらします。こうした実態を勘案いただき、特別障害者手当の支給認定において、聴覚障害と視覚障害が重複する場合、「視力障害」と同等に「視野障害」も取り扱いいただくよう、各自治体への周知徹底を要望するものであります。 

添付資料１ 「その他の意見・要望」 

第１７回全国盲ろう者大会第一分科会（「全国の盲ろう者の生の声を聞く」、平成19 年８月18 日開催）において、各地の盲ろう者個人や盲ろう者団体代表者等から出された要望事項・提案等から主なものを抜粋するとともに、本「要望書」の内容確認をかねて、当連絡協議会加盟団体から改めて聴取した意見・要望等も含めて記載いたします。 

＊以下、重複した要望は省略、順不同。 

・視覚障害者、聴覚障害者というように障害が分かれているが、「盲ろう者」という障害が国に認められていない。できるだけ早く、認められて、「身体障害者手帳」にも、盲ろう者という障害種別が明記されるようにしてほしい。 

・特別障害者手当の支給について、「聴覚障害＋視力障害２級」だと手当が支給されるのに、「聴覚障害＋視野障害２級」だと手当が支給されないのはなぜか。視野障害の場合も支給されるようにしてほしい。 

・通訳者派遣制度は、盲ろう者の経済活動には利用できないので、この状態では、盲ろう者本人がいくらがんばっても働ける盲ろう者は増えない。就労面でなんらかの配慮をしてほしい。 

・働きたいと希望している盲ろう者についての全国的な実態調査をしてほしい。 

・「日常生活用具」にも含まれている日常の健康管理に必須の身近な用具、例えば、体温計、体重計、血圧計などが盲ろう者には使えない。以前は触知方式のものもあったが、今は音声方式のものはあっても、触知式のものがないので使えない。こうした状態を改善してほしい。 

・アメリカの「ヘレンケラーナショナルセンター」と同じような、盲ろう者向けの専門的な短期入所・通所のリハビリセンターを日本にも作ってほしい。 

・（例えば京都には）盲ろう者の通える作業所がないので、自宅に閉じこもっている盲ろう者が沢山いる。盲ろう者が自立できるような作業所がほしい。 

・現在の身体障害者スポーツ大会では、視覚障害者、聴覚障害者の規定はあるが、盲ろう者のための規定がないので参加しにくい。改善してほしい。 

・点字プリンタを日常生活用具に指定してほしい。 

・白杖を持っていれば目が不自由であることはわかってもらえるが、耳が不自由であるとはわかってもらえない。盲ろう者とわかるような白杖が必要ではないか。 

・歩道や点字ブロックの上にものを置いたり、歩道を走行する自転車のマナーが悪いなど、盲ろう者にとって、大変危険である。 

・郵便局のATM では点字で利用できるようになっているが、耳が聞こえないと操作できないようになっている。盲ろう者でも利用できるような仕組みにしてほしい。 

・エレベータのボタンについて、点字を触読できない人でも、それが何のボタンであるか、触って判るようにしてほしい。例えば数字は①や②が出っ張った形、上は△、下は▽が出っ張った形に統一してほしい。 

・文字多重放送や字幕放送のデータを収録したホームページを作って、全盲ろう者が自力でテレビの文字多重放送や字幕放送のデータを入手できるような環境作りをお願いしたい。 

・盲ろう者向け通訳介助者派遣事業に登録している通訳・介助者の中で、ホームヘルパーの資格を有する人を、通訳・介助派遣とは別に、登録盲ろう者に対してホームヘルプの枠組みで派遣することを認めていただきたい。意思疎通のできる人を通訳・介助派遣制度とホームヘルプ派遣制度を組み合わせて利用することで、さらに豊かな生活を送ることができるようになると考えます。 

・現在、グループホームの入居は認知症や知的障害を有する人に認められていますが、その枠を広げて、盲ろう者にも認めていただきたい。 

（以上） 

添付資料２ 全国盲ろう者団体連絡協議会平成19 年８月末現在の加盟団体リスト 

連番 団体名 

1 岩手盲ろう者友の会 

2 山形盲ろう者友の会 

3 新潟盲ろう者友の会 

4 特定非営利活動法人 東京盲ろう者友の会 

5 神奈川盲ろう者ゆりの会 

6 千葉盲ろう者友の会 

7 埼玉盲ろう者友の会 

8 栃木盲ろう者友の会「ひばり」 

9 群馬盲ろう者つるの会 

10 静岡盲ろう者友の会 

11 岐阜盲ろう者友の会 

12 愛知盲ろう者友の会 

13 三重盲ろう者きらりの会 

14 京都盲ろう者ほほえみの会 

15 奈良県視聴覚障害者の会 

16 特定非営利活動法人視聴覚二重障害者福祉センターすまいる 

17 大阪盲ろう者友の会 

18 特定非営利活動法人 和歌山盲ろう者友の会 

19 兵庫盲ろう者友の会 

20 岡山盲ろう者友の会 

21 山口盲ろう者友の会 

22 広島盲ろう者友の会 

23 香川盲ろう者友の会 

24 徳島盲ろう者友の会 

25 特定非営利活動法人 えひめ盲ろう者友の会 

26 熊本盲ろう者夢の会 

27 大分盲ろう者と語る会 

28 沖縄盲ろう者友の会 

※なお、全国盲ろう者協会が平成19 年８月末現在で把握している全国各地の主な盲ろう者地域団体の総数は42 であり、当連絡協議会の組織率は67%である。（サークルなどの小規模なグループはカウントしていない） 
3　 連絡協議会活動経過報告

*機関誌題１号発行（２００７年７月２０日発行）

*題１７回全国盲ろう者大会題１分科会「盲ろう者の生の声を聞く」を担当。

*盲ろう者福祉施策に関する要望書」を厚生労働省に提出。

*題１８回全国盲ろう者大会実行委員会に出席

*障害者権利条約に関する要望書の提出（詳細は次号で紹介します。）

4　 連絡会加盟団体

沖縄盲ろう者友の会

熊本盲ろう者夢の会

特定非営利活動法人えひめ盲ろう者友の会

香川盲ろう者友の会

徳島盲ろう者友の会

山口盲ろう者友の会

広島盲ろう者友の会

岡山盲ろう者友の会

特定非営利活動法人和歌山盲ろう者友の会

奈良県視聴覚障害者の会

兵庫盲ろう者友の会

大阪盲ろう者友の会

特定非営利活動法人視聴覚二重障害者福祉センター
「すまいる」　

京都盲ろう者ほほえみの会

三重盲ろう者きらりの会

愛知盲ろう者友の会

岐阜盲ろう者友の会

静岡盲ろう者友の会

新潟盲ろう者友の会

神奈川盲ろう者ゆりの会

特定非営利活動法人東京盲ろう者友の会

千葉盲ろう者友の会

埼玉盲ろう者友の会

栃木盲ろう者友の会

群馬盲ろう者つるの会

岩手盲ろう者友の会

5　 お知らせならびにお願い

*２００８年度全国盲ろう者団体連絡協議会総会の開催について

日時：２００８年８月２５日（月）　
９：００～１５：００

場所：安芸グランドホテル（広島県廿日市市）　

☆第１８回全国盲ろう者大会開催会場と同じ場所です。

6　 編集後記

今年の冬は特別寒さが厳しいようですね。お変わりなくお過ごしでしょうか。機関誌第２号、いかがでしたか？

今回は都合により、「各地の盲ろう者団体の活動」はお休みさせていただきました。次回は是非掲載したいと考えております。お楽しみに。

小さな機関誌ですが、今後ともご愛読宜しくお願いいたします。

                                                            編集部長　牧田　紀子

